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　High mobility group box 1 (HMGB-1)は炎症惹起物質であり、動脈硬化進展においても
重要なファクターである。また、動脈硬化性疾患の一つである腹部大動脈瘤患者において、有意な血中HMGB-1レベルの上昇が確認されている。つまり、HMGB-1は炎症を惹起することで動脈硬化を進展させ、さらに動脈硬化叢からはHMGB-1が放出されるというネガティブスパイラルを引き起こすと考えられている。我々はこの度の検討により、腹部大動脈瘤に対する人工血管置換術や血管内ステントグラフト法が、術後の血中HMGB-1レベルを低下させることを見出した。これらの結果は、腹部大動脈瘤を含む様々な動脈硬化性疾患において、動脈硬化叢の除去、もしくはカバードステントを用いて病変部を循環血流から隔離することにより、HMGB-1放出を抑制し、全身の動脈硬化進展におけるネガティブスパイラルの一端を解除できる可能性を示唆している。
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